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横浜市立大学の入学者選抜 
平成 26(2014)年度募集の概要 

 

z 具体的な選抜方法等は、平成 25（2013）年７月上旬発行の『平成 26 年度入学者選抜要項』 

および各選抜方式の募集要項でご確認ください。変更点の最新情報、過年度の募集要項や 

過去問題などは、本学ホームページ http://www.yokohama-cu.ac.jp にてご覧頂けます。 
 

【問い合わせ先】アドミッションズセンター 045-787-2055  携帯サイト http://ycu.jp 

一
般
選
抜
（
前
期
） 

 国際教養学系・国際都市学系・経営科学系  
※出願時にＡ方式・Ｂ方式の選択不要（本学にて自動判別） 

センター試験 Ａ方式５(6)教科７科目（英語、国語、地歴公民２、数学２、理科 配点 1000） 

Ｂ方式３教科３科目（英語、国語・地歴公民・数学より２ 配点 700） 

２次試験 Ａ・Ｂ共通 英語、小論文 （配点 500） 
 

 理学系  ※出願時にＡ方式・Ｂ方式を選択 
センター試験 Ａ・Ｂ共通５教科７科目（英語、国語、地歴公民、数学２、理科２ 配点 1000）

２次試験 Ａ方式 英語、数学、理科２科目 （配点 800） 

Ｂ方式 英語、数学、理科１科目 （配点 600） 

公
募
推
薦 

現役・１浪まで出願可。理学系では高校での修得科目の条件あり。 
 

 国際教養学系・国際都市学系・経営科学系  
センター試験のみ ５(6)教科７科目 （英語、国語、地歴公民２、数学２、理科） 
 

 理学系  
センター試験のみ ５教科７科目 （英語、国語、地歴公民、数学２、理科２） 

Ａ
Ｏ
入
試 

本学の理念や教育内容をよく理解し、国際総合科学部での勉学を強く希望する人を対象とした 

“自己推薦”による入試。年齢・国籍を問わず、大学入学資格を持つ人を広く対象にしています。 

 国際教養学系・国際都市学系・経営科学系・理学系  
１次書類審査 → ２次面接審査 
「これまでの活動や取り組みで自己評価出来るもの」、「志望理由・入学後の目標」 

所定の英語資格、高等学校の調査書 等 

¾ この他、「海外帰国生入試」、「国際バカロレア（IB）入試」（平成 26 年度新設）、 

「外国人留学生入試」、「社会人入試」、および「指定校推薦入試」を実施します。 

¾ 公募推薦・一般選抜以外の選抜区分では、出願時に以下の英語資格が必要です。 

国
際
総
合
科
学
部 

 教養 都市 経営 理学 

指定校 【Ｃ】 【Ｄ】【Ｅ】

ＡＯ 【Ｂ】 【Ｃ】

帰国生 【Ａ】 【Ｂ】

ＩＢ 【Ａ】 【Ｂ】

留学生 【Ａ】 【Ｂ】 

社会人 【Ａ】但し GTEC 除く  

【Ａ】TOEFL-PBT500（iBT61）、TOEIC600、GTEC for STUDENTS700、または英検準１級 

【Ｂ】TOEFL-PBT460（iBT48）、TOEIC500、GTEC for STUDENTS600、または英検２級 

【Ｃ】TOEFL-PBT417（iBT35）、TOEIC400、GTEC for STUDENTS500、または英検準２級 

【Ｄ】TOEFL、TOEIC、GTEC for STUDENTS、または英検の何らかのスコア・級 

【Ｅ】必須ではないが、上記の何らかのスコア・級を提出することが望ましい。 

 医学科  
センター試験 ５教科７科目（英語、国語、地歴公民、数学２、理科２ 配点 1000） 

２次試験 英語、数学、理科２科目（配点 1200） 小論文、面接（段階評価） 

一
般
選
抜
（
前
期
） 

 看護学科  
センター試験 ５教科６科目（英語、国語、地歴公民、数学・理科３* 配点 900） *生物必須 

２次試験 論文（300 点） 

医
学
部 

¾ 看護学科ではこの他、「指定校推薦入試」（上欄【Ｃ】の英語資格が出願時に必要）を実施します。 

¾ いずれの学部とも、一般選抜は国公立大学前期日程のみの募集となり、公立大学中期日程、 

国公立大学後期日程の募集は行いません。また、編入学者の募集も行いません。 
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平成 25（2013）年度 横浜市立大学 入試結果  

国際総合科学部（国際総合科学科） 医学部 学部等 
 

区分 国際教養学系 国際都市学系 経営科学系 理学系 学部計 医学科 看護学科 学部計 
全学計

募集人員 30 25 50 42 147 ― 30 30 177
志願者数 35 23 48 35 141 ― 30 30 171
受験者数 35 23 48 35 141 ― 30 30 171
合格者数 35 23 48 35 141 ― 30 30 171

指 

定 

校 

推 

薦 入学者数 35 23 48 35 141 ― 30 30 171

募集人員 15 15 10 8 48 ― ― ― 48
志願者数 75 41 27 30 173 ― ― ― 173
１次合格者数 33 33 20 20 106 ― ― ― 106
２次受験者数 28 32 19 19 98 ― ― ― 98
２次合格者数 16 16 12 11 55 ― ― ― 55

Ａ 

Ｏ 

入 

試 

入学者数 16 16 12 11 55 ― ― ― 55

募集人員 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 ― ― ― 若干名
志願者数 25 7 13 10 55 ― ― ― 55
受験者数 15 2 12 6 35 ― ― ― 35
合格者数 8 2 9 5 24 ― ― ― 24

海 

外 

帰 

国 

生 入学者数 5 1 4 3 13 ― ― ― 13

募集人員 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 ― ― ― 若干名
志願者数 3 1 13 2 19 ― ― ― 19
受験者数 3 1 13 2 19 ― ― ― 19
合格者数 2 1 6 2 11 ― ― ― 11

留 

学 

生 

入学者数 2 1 5 1 9 ― ― ― 9

募集人員 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名 ― ― ― 若干名
志願者数 2 1 0 0 3 ― ― ― 3
受験者数 2 1 0 0 3 ― ― ― 3
合格者数 2 1 0 0 3 ― ― ― 3

社 

会 

人 

入学者数 2 1 0 0 3 ― ― ― 3

募集人員 10 5 10 10 35 ― ― ― 35
志願者数 34 15 22 47 118 ― ― ― 118
受験者数 34 15 22 47 118 ― ― ― 118
合格者数 10 9 10 17 46 ― ― ― 46

公 

募 

推 

薦 
入学者数 10 9 10 17 46 ― ― ― 46

募集人員 
Ａ方式 

55 
Ｂ方式 
30 

Ａ方式 
50 

Ｂ方式 
25 

Ａ方式

120
Ｂ方式

60
Ａ方式

50
Ｂ方式

30 420 90 70 160 580

志願者数 495 224 638 182 170 1709 419 205 624 2333

363 189 509 受験者数 

*1 (138) 363 (84) 189 (259) 509
164 153 1378 *3  282 195 477 1855

158 125 307 合格者数 

*2 (75) (83) (60) (65) (120) (187)
79 46 715 *4   96 90 186 901

一 

般 

選 

抜 

入学者数 86 85 194 66 37 468 90 84 174 642

募集人員 140 120 250 140 650 90 100 190 840
志願者数 669 312 761 476 2218 419 235 654 2872
受験者数 480 263 623 426 1792 282 225 507 2299
合格者数 231 177 392 195 995 96 120 216 1211

合 

計 

入学者数 156 136 273 170 735 90 114 204 939

*1 国際総合科学部文系３学系の一般選抜受験者数の下段は、方式毎の判定対象者数で、Ｂ方式の人数にはＡ方式の者も重複して含まれる。 

*2 国際総合科学部文系３学系の一般選抜合格者数の下段は、方式毎の合格者数内訳で、Ａ･Ｂ両方式の重複は無い。 

《参考》 Ａ･Ｂ両方式とも合格基準に達した人数は、国際教養学系 47 人、国際都市学系 50 人、経営科学系 95 人。 

*3 医学部医学科の一般選抜受験者数は、第１段階選抜実施後の人数。（第１段階選抜合格者数 297 人） 

*4 医学部医学科の一般選抜合格者数には、追加合格者（6 人）を含む。 

 

 

公募制推薦 合格者 平均点・最低点 
学部 学系 ｾﾝﾀｰ配点 平均点 最低点

国際教養学系 1,000 716.0 679.4

国際都市学系 1,000 695.1 640.6

経営科学系 1,000 685.5 637.6
国際総合科学部 

理学系 1,000 725.7 684.2
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一般選抜 第１段階選抜合格者 平均点・最低点 

学部 学科 ｾﾝﾀｰ配点 平均点 最低点

医学部 医学科 1000 853.9 802.4
 

一般選抜 合格者 平均点・最低点 

配点 平均点 最低点 
学部 学科・学系 方式 

ｾﾝﾀｰ ２次 合計 ｾﾝﾀｰ ２次 合計 

Ａ 1,000 500 1,500 700.3 226.0 844.2 
国際教養学系 

Ｂ 700 500 1,200 564.5 238.9 756.6 

Ａ 1,000 500 1,500 666.5 262.0 817.6 
国際都市学系 

Ｂ 700 500 1,200 532.0 267.6 710.2 

Ａ 1,000 500 1,500 673.8 256.2 808.0 
経営科学系 

Ｂ 700 500 1,200 551.4 287.8 791.4 

Ａ 1,000 800 1,800 684.0 395.4 998.6 

国際総合科学部 

理学系 
Ｂ 1,000 600 1,600 712.1 298.1 949.8 

医学科 1,000 1,200 2,200 873.9 695.2 1482.4 
医学部 

看護学科 900 300 1,200 641.8 179.7 770.4 

◆この表には、追加合格者の点数は含まれていません。 

◆医学部では、以下の場合には合計点にかかわらず不合格となる事があります。 

【医学科】 面接・小論文の評価（段階評価で合計点に含まない）が一定の水準以下の場合。 

【看護学科】 ２次試験の評価が一定の水準以下の場合。 
 

 

平成 26（2014）年度入試 関連スケジュール 
 

【入試日程・募集人員】 平成 25（2013）年 9月～平成 26（2014）年 3月 
選抜区分 募集人員 出願期間 試験日 合格発表 入学手続

ＡＯ入試 
教養 15 都市 15 

経営 10 理学 8 
8/30(金)～9/3(火) 

1 次： 書類審査 

2 次： 10/12 日(土) 

1 次： 9/27(金) 

2 次：10/22(火) 

海外帰国生 

国際ﾊﾞｶﾛﾚｱ 
外国人留学生 

社会人 

各区分・各学系 

若干名 
9/6(金)～10(火) 10/5(土) 10/22(火) 

指定校推薦 
教養 30 都市 25 

経営 50 理学 42 

看護 30 
11/1(金)～6(水) 11/23(土･祝) 12/3(火) 

12/25(水)

大学入試センター試験 10 月上旬 1/18(土)・19(日)   

公募推薦 
教養 10 都市 5 

経営 10 理学 10 
1/14(火)～24(金) ＜センター試験＞ 2/7(金) 2/14(金)

2/25(火) 
教養･都市･経営･理学 

看護･医(１日目) 
一般選抜 
（前期日程） 

教養 A 55＋B 30 

都市 A 50＋B 25 

経営 A120＋B 60 

理学 A 50＋B 30 

医学 90 看護 70 

1/27(月)～2/5(水) 

2/26(水) 医(２日目) 

3/8(土) 3/14(金)

 
【オープンキャンパス・大学祭等】 平成 25（2013）年 3月～11 月 

3/26(火) 春のミニ・オープンキャンパス（全学部） 

5/23(木)、5/28(火)、6/6(木)、6/11(火)、6/20(木)、6/25(火)、7/4(木) 

ウィークデー・キャンパスツアー 

6/15(土) プレ・オープンキャンパス（全学部） 

8/6(火) 国際総合科学部（理系） オープンキャンパス 

8/7(水) 国際総合科学部（文系） オープンキャンパス 

金沢八景キャンパス開催 

8/10(土) 医学部看護学科 オープンキャンパス 

8/24(土) 医学部医学科 オープンキャンパス 
福浦キャンパス開催 

オープンキャンパスの詳細・参加申込方法等は、ホームページ・携帯サイトにてご確認ください。 

また、学外各地で開催される進学説明会(入試相談会)にも参加します。 

11/1(金)～3(日) 浜大祭（国際総合科学部） 金沢八景キャンパス開催 

11/9(土)～10(日) Yokohama Medical Festival（医学部） 福浦キャンパス開催 
 



平成 26（2014）年度 

横浜市立大学 国際総合科学部 

指定校推薦入試 学生募集要項 
 

横浜市立大学では、自らの課題を見つけ探究する積極的な姿勢と幅広い教養に支えられた高い専門的能力を有す

るとともに、豊かな人間性と倫理観を備えた人間を育成することを目的としています。 

 

【指定校推薦入試について】 

本学の指定校推薦入試では、①競争試験とならないこと、②選考は書類審査および面接とし、学力試験を課さな

いこと、③各指定校の推薦人数枠は入学実績によること、としております。 

 

１ 募集人員 

学部・学科 学 系 募集人員 備 考 

国際教養学系 ３０人 

国際都市学系 ２５人 

経 営 科 学 系 ５０人 

国際総合科学部 

国際総合科学科 

理 学 系 ４２人 

学系別で募集・選考します。 

 

２ 各指定校の推薦人員・成績に関する指定値  別紙の通り。 

 

３ 被推薦資格 

高等学校（全日制の課程に限り、中等教育学校の後期課程を含む。以下同じ）を平成２６年３月に卒業見込み

の者で、次に掲げる基準を満たす者。 

国際総合科学部 

 

国際教養学系 

国際都市学系 

次の(1)、(2)いずれにも該当する者 

(1) 高等学校在学中の学業成績が、次のア・イいずれかに該当する者 

ア．全体の評定平均値が 指定値以上 の者 

イ．「国語、数学、外国語（英語）」、「国語、地歴、外国語（英語）」または 

「国語、公民、外国語（英語）」の評定平均値の平均＊が 指定値以上 の者 
 

(2) TOEFL-PBT 417点（iBT 35点）以上、TOEIC 400点以上、 

GTEC for STUDENTS 500点以上、または実用英語技能検定（英検）準２級以上の 

いずれかのスコア・級を有し、公式な証明書を提出できる者 

国際総合科学部 

 

経 営 科 学 系 

次の(1)、(2)いずれにも該当する者 

(1) 高等学校在学中の学業成績が、次のア・イいずれかに該当する者 

ア．全体の評定平均値が 指定値以上 の者 

イ．「国語、数学、外国語（英語）」、「国語、地歴、外国語（英語）」または 

「国語、公民、外国語（英語）」の評定平均値の平均＊が 指定値以上 の者 
 

(2) TOEFL-PBT（iBT）、TOEIC、GTEC for STUDENTS、または 

実用英語技能検定（英検）のいずれかのスコア・級を有し、 

公式な証明書を提出できる者（水準不問） 
※出願期間の直前に受験済みの場合も、後から速やかに証明書を提出することを条件に 

出願を認める。この場合は、事前に本学まで問い合わせのこと。 



次の(1)、(2)いずれにも該当する者 

なお【英語資格】は必須ではないが、提出できる者が望ましい。 

(1) 高等学校在学中の学業成績が、次のア・イいずれかに該当する者 

ア．全体の評定平均値が 指定値以上 の者 

イ．「数学、理科、外国語（英語）」の評定平均値の平均＊が 指定値以上 の者 

※ 数学Ⅲおよび数学Ｃの評定が共に 4.0 以上の者は、上記ア・イの 

“指定値以上”を“3.5 以上”と読みかえることができる。 
 

(2) 「物理Ⅰおよび物理Ⅱ」、「化学Ⅰおよび化学Ⅱ」、「生物Ⅰおよび生物Ⅱ」 

のうち、いずれか２つの科目群を修得または修得見込みの者 

※ 上記に指定する科目と同様の内容を、他の名称の科目で履修している 

場合は、その旨の学校長名の証明を調査書に添付すること。 

 

【英語資格】TOEFL-PBT（iBT）、TOEIC、GTEC for STUDENTS、または実用英語技能検定 

（英検）のいずれかのスコア・級を有し、公式な証明書を提出できる者が望ましい。

国際総合科学部 

理 学 系 

チャレンジ 

プログラム枠 
横浜サイエンスフロンティア高等学校と横浜市立大学が実施する 

「チャレンジプログラム」に合格した者 

【英語資格を有する者の特例：各学系共通】 
TOEFL-PBT 460点（iBT 48点）以上、TOEIC 500点以上、GTEC for STUDENTS 600点以上、または 

実用英語技能検定（英検）２級以上の資格を有し公式な証明書を提出できる者は、上記(1)ア・イの 

“指定値以上”を“3.5 以上”と読みかえることができる。 

■＊対象となる各教科の評定平均値を単純平均し、小数点以下第２位で四捨五入した値。 

■｛TOEFL-ITP、TOEIC-IPの取扱について｝志願者の在籍する高等学校が実施団体の場合のみ認められます。 

■｛GTEC for STUDENTS について｝志願者の在籍する高等学校が実施団体であれば検定日を問いません。 

 

４ 出願手続 

提出書類 

(1) 入学願書 本学所定の用紙に必要事項を記入し、写真を貼付してください。 

(2) 志願理由書 本学所定の用紙に必要事項を記入してください。 

(3) 入学検定料 

（郵便振替払込票） 

・写真票・受験票 

 

本学所定の用紙に必要事項を記入し、写真を貼付してください。 

入学検定料については、所定の払込取扱票により22,000円を最寄りの郵便局で納入

し、郵便局の領収印を受けた郵便振替払込受付証明書（払込用紙の一番右）を写真

票・受験票と同じ用紙の所定欄に貼付してください。なお、払込手数料は本人負担

です。 

(4) 推薦書 本学所定の用紙により出身学校長作成のものを提出してください。 

(5) 調査書 文部科学省所定の様式により出身学校長作成のものを提出してください。 

TOEFL は、「Official Score Report（公式スコア票）」を Educational Testing Service か

ら本学宛へ出願期間までに届くように送付の手配をしてください。本学の DI-Code は 0416、

Department Code は 00 です。それとともに、ETS から受験者宛に送付された「Examinee Score 

Record（受験者用控えスコア票）」のコピー、または「My Home Page（個人ページ）」でのスコ

ア確認を印刷したものに、Official Score Report の送付を依頼した日付を記して、提出して

ください。 

TOEIC は、実施機関から受験者宛に送付された「Official Score Certificate（公式認定証）」

を提出してください。原本を提出しコピーは不可。必要に応じて実施機関に証明書の追加発行

を依頼してください。 

GTEC for STUDENTS は、「スコアレポート」（氏名・スコア・実施期日の記載された表紙部分）

のコピーに出身高校（GTEC 実施校）の公印を受けたものを、提出してください。 

(6) 英語資格の 

公式な証明書 

 
＊理学系は任意提出。 

＊チャレンジプログラ

ム枠は、変更がなけ

れば省略可。 

 

＊今年度ＡＯ入試に出

願した者は、変更が

なければ省略可。 
実用英語技能検定（英検）は、日本英語検定協会から受験者に送付された「合格証明書」（和

文でも英文でも可。１通だけ切り離し、「合格証書」や「Certification Card」は同封しない）

を提出してください。原本を提出しコピーは不可。必要に応じて実施機関に証明書の追加発行

を依頼してください。 

(7) 返信用封筒 

（受験票送付用） 

本学所定のものに志願者本人の郵便番号、住所、氏名を記入し、350円分の切手を貼

ってください。（宛名面の“様”は消さないでください。） 

(8) あて名ラベル 

２枚 

合格通知書および入学手続書類の送付に使用します。志願者本人の郵便番号、住所、

氏名を記入してください。（宛名面の“様”は消さないでください。） 



出願期間  平成２５年１１月１日（金）～６日（水）【必着】 

 

出願方法 

提出書類を所定の封筒により、志願者本人より直接大学宛てに簡易書留速達郵便で送付してください。

なお、高等学校で一括して取りまとめてお送りいただいても構いません。（持参も可） 

 

書類提出先 

〒236-0027 横浜市金沢区瀬戸２２－２ 横浜市立大学 アドミッションズセンター 

 

５ 選考日・会場  平成２５年１１月２３日（土・祝）  横浜市立大学（金沢八景キャンパス） 

※午後の実施を予定していますが、集合時刻等については受験票送付時にお知らせします。 

受験票は１１月１５日（金）までに返送します。 

 

６ 選考方法  書類審査および面接 

 

７ 合格発表 

平成２５年１２月３日（火） 高等学校長および受験者宛に、通知書を郵送します。 

また、合格者には入学手続書類を郵送します。 

電話、郵便等による合否の問い合わせには応じません。 

 

(注)入学許可後であっても、出願書類等の不正が判明した場合は、入学許可を取り消します。 

 

８ 入学手続 

入学手続は、入学金・施設設備費等を納めたうえで、下記手続日・会場に、本人または代理人が手続書類

を持参することにより行います。詳細は、合格通知書とともに送付する入学手続書類にてご案内しますが、

以下の書類の提出が必要となります。 

 

(1) 入学金・施設設備費・諸会費の振込金受取書＊ 

(2) 誓約書（入学者本人および保証人の署名捺印によるもの）＊      (3) 本学の受験票 

(4) 大学入試センター試験に出願している者は、その受験票   (5) その他必要書類 
（＊印の書類については、合格者に送付する入学手続書類に含まれます。） 

 

○入学手続日 平成２５年１２月２５日（水） 金沢八景キャンパス 

当日は入学前教育を実施しますので、原則として本人が参加するようにしてください。 

 

○入学辞退 

合格者の入学辞退は原則として認めません。ただし、入学できない特別の事情があり、推薦を行った高

等学校長を通じて「推薦入学辞退願」を提出した場合、入学辞退を認める場合があります。 

 

○入学金・施設設備費（初年度のみ納入） 

区 分 入学金 施設設備費 合計 

市内出身者 141,000円 25,000円 166,000円 

市外出身者 282,000円 50,000円 332,000円 

※市内出身者とは、入学の日（平成 2 6年4月1日）の１年以上前から、引き続き本人又はその扶養義務者が横

浜市内に住所を有する方をいいます。 

※納入された入学金は返還いたしませんのでご注意ください。 

 

９ 授業料 
※金額は平成２５年度実績です。入学後に授業

料が改定された場合は、改定後の授業料が適用

されます。授業料の請求につきましては４月以

降、ご案内します。 

 

10 実験実習費（２年次以降 理学系のコースに進級した場合のみ） 

※金額は平成２５年度実績です。金額、対象となるコース等は、改訂する場合が

あります。また、本学入学後に実験実習費が改訂された場合は、改訂後の実験実

習費が適用されます。実験実習費の請求につきましては、２年次進級後の４月以

降、ご案内します。 

金額 区分 支払期限

第１期(4月 1日～9月21日)  5月上旬年額 557,400円 
（１期分 278,700円） 第２期(9月22日～3月31日) 10月下旬

年額  16,700円 



11 諸会費等の納付について 

諸会費は、本学の学術・研究・学校生活の充実や福利厚生の向上を目的とした活動を行う各団体の会費等で、

入学者全員の方に加入をお願いし、入学手続時に納付していただきます。（但し、納付方法や金額を改定する場

合があります。） 

 

○学術研究会、後援会、進交会（同窓会）、自治会諸費（平成 25 年度実績） 

学術研究会会費 後援会会費 進交会（同窓会）入会金 自治会諸費 合 計 

1,000 円 50,000 円 5,000 円 15,000 円 71,000 円 

※会費は 4年間分です。 

 

○｢学生教育研究災害傷害保険｣保険料（平成 25 年度実績） 

国際総合科学部 3,300 円（4年間分）

 

○生活協同組合出資金（平成 25 年度実績） 

30,000 円（卒業時あるいは退学時に全額返還されます）

 

 

横浜市立大学（金沢八景キャンパス） 交通案内 

京浜急行線「金沢八景駅」下車 徒歩５分 

ｼｰｻｲﾄﾞﾗｲﾝ 「金沢八景駅」下車 徒歩７分 

 
●京浜急行主要駅から「金沢八景駅」までの所要時間 

＊「横浜駅」から快特/特急で約 20 分 

＊「品川駅」から快特/特急で約 40 分 

＊「羽田空港駅」から急行・快特/特急で約 40 分 

 

●JR 新杉田駅からシーサイドラインで 

「金沢八景駅」まで約25分 

 

横浜市立大学 アドミッションズセンター 

〒236-0027  横浜市金沢区瀬戸 22-2  電話：045-787-2055（8:30～17:15 土日祝除） 

http://www.yokohama-cu.ac.jp/ 
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横浜市立大学 国際総合科学部 

ＡＯ入試 平成 26（2014）年度募集の概要 
募集要項（願書）は本学のホームページ、 

または携帯サイト（ http://ycu.jp ）より請求できます。 
 

募集人員 
国際教養学系 

１５名 

国際都市学系 

１５名 

経営科学系 

１０名 

理学系 

８名 

(昨年度倍率) （4.7 倍） （2.6 倍） （2.3 倍） （2.7 倍） 

出願要件 次のいずれにも該当する者 

（１）横浜市立大学と国際総合科学部の理念や教育内容をよく理解し、国際総合科学部への志望理由

や入学後の構想（何をどう学びたいか、これまで自分が取り組んで得た能力・知識をどう深め、

また広げて活かしていくか）が明確で、それを実現するに十分な意欲と能力を有する者 

（２）学業、社会人経験などを通じて、さまざまな活動に積極的に取り組み、成果をあげていると 

自己評価できる者 

（３）本学への入学を強く希望し、合格した場合には入学することを確約できる者 

（４）下記に定める資格のスコア・級を有し、公式な成績証明書を提出できる者 
＜但し、TOEFL-ITP、TOEIC-IP は認められません＞ 

国際教養学系・

国際都市学系・経営科学系 英検２級、TOEFL-PBT 460（iBT 48）、TOEIC 500、GTEC for STUDENTS 600 以上

理学系 英検準２級、TOEFL-PBT 417（iBT 35）、TOEIC 400、GTEC for STUDENTS 500 以上

★理学系での優遇措置★ 

「全国物理ｺﾝﾃｽﾄ 第 1 ﾁｬﾚﾝｼﾞ」「全国高校化学ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘ 1 次選考」「日本生物学ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ 予選」の通過者は、 

ＡＯ入試第１次選考（書類審査）の評価にかかわらず、第２次選考（面接審査）に進む事が出来ます。 

 

出願期間 ２０１３年８月３０日（金）～９月３日（火） 

書類審査＜100 点満点＞ 以下の提出書類により、総合的に審査 

70 点 

●プレゼンテーション（発表）概要１ 

 「これまでの活動や取り組みで自己評価できるもの」 
●プレゼンテーション（発表）概要２ 「志望理由・入学後の目標」 

＊様式を中の 

ページに 

縮小して掲載 

30 点 ●英語資格の級・スコア    ●高等学校の調査書等 

第
１
次
選
考 

１次合格発表 ９月２７日（金） 
 
 

試験日 １０月１２日（土） 

面接審査＜100 点満点＞ １人３０分程度の個人面接 
z 提出したプレゼンテーション概要１・２にもとづく発表（10 分）と質疑応答、 

および各学系に関連した基礎知識やその他総合的な事がらについての質疑応答 

z 発表の際は、ポスター等の掲示物を使用することも可能 

第
２
次
選
考 

最終合格発表 １０月２２日（火）＜書類審査と面接審査の合計点で総合評価＞ 
 
 

合格後の入学前学習課題 � 大学入試センター試験（７科目）受験 
� 課題図書の読書レポート 

 



←本文（所定の用紙２枚、または他の A4 判用紙２枚）とともに、ホチキスで留める。 

平成 26（2014）年度 

横浜市立大学国際総合科学部 

ＡＯ入試 
 

フリガナ  

志願者 
氏 名 

 志望学系 

(○で囲む) 

国際教養学系 

国際都市学系 

経営科学系 

理学系 

 
 

プレゼンテーション（発表）概要１表紙 
「これまでの活動や取り組みで自己評価できるもの」 

課

題

名 

 

 

＊中学校から現在までの学歴を記入してください。 

在学中の学校の期間は、卒業（退学）予定の年月までを記入してください。 

外国の学校の場合は、都道府県の欄に国名を明記してください。 

期間（西暦で記入） 都道府県 学校名 

   年  月～   年  月   

   年  月～   年  月   

   年  月～   年  月   

   年  月～   年  月   

   年  月～   年  月   

学
歴 

   年  月～   年  月   

＊これまでの活動や取り組み（職歴を含む）について、主なものを記入してください。 

現在も継続中の事項については、“～”に続けて“現在”と記入してください。  

期間（西暦で記入） 事項 

   年  月～   年  月  

   年  月～   年  月  

   年  月～   年  月  

   年  月～   年  月  

   年  月～   年  月  

活
動
事
項 

   年  月～   年  月  

※受験番号 

（大学使用）
 

 

プレゼンテーション(発表)概要１ 用紙【他の A4 判用紙でも可】 志願者氏名： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ １／２ 

 

プレゼンテーション(発表)概要１ 用紙【他の A4判用紙でも可】 志願者氏名： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ ２／２ 

 

「これまでの活動や取り組みで自己評価できる

もの」について、その内容、動機や目的、方法、

結果、意義などを、出来るだけ具体的に記してく

ださい。「概要２」に結びつく内容であることが求

められます。 

作成に際しては、以下の要領でまとめてくださ

い。①同封の所定の用紙を使用する（片面２枚、

黒のボールペンで記入）か、②パソコン等で編集

し、市販のＡ４判普通紙片面２枚に印刷する（文

字の大きさは１０～１２ポイント ／ １枚あたり

３０行前後 ／ 上下左右の余白は各 20mm 以上 ／

上部余白に氏名、下部余白にページ数を記入 ／

罫線は不要）。 

いずれの場合も同封の「プレゼンテーション（発

表）概要１表紙」を使用し、氏名、志望学系、課

題名、学歴（中学校から）、活動事項（主なもの）

を記入してください。表紙、本文は揃えて、左上

の箇所をホチキス留めしてください。 

図表が必要な場合は、本文枠内の適切な位置に

図表枠を作成し、挿入すること（切り貼り可、別

紙添付不可）。また、活動や取り組みに関する本人

の著作物の一部や新聞記事、その他の資料も図表

と同じ扱いです。概要作成にどうしても必要であ

れば、本文枠内の適切な位置に資料枠を作成し、

その縮小コピー等を挿入すること（本文を圧迫し

すぎると、内容が薄くなりがちですから注意して

ください。切り貼り可、別紙添付不可）。 

入学後の目標や希望等をここに記述しないこ

と。目標や希望等は「概要２」として分離して作

成してください。 



←本文（所定の用紙２枚【手書提出必須】）とともに、ホチキスで留める。 

平成 26（2014）年度 

横浜市立大学国際総合科学部 

ＡＯ入試 
 

フリガナ  

志願者 
氏 名 

 志望学系 

(○で囲む) 

国際教養学系 

国際都市学系 

経営科学系 

理学系 

 
 

プレゼンテーション（発表）概要２表紙 

志望理由・入学後の目標 

 

推薦者署名欄 

 私は、上記志願者について以下の内容を認め、横浜市立大学国際総合科学部ＡＯ入

試の入学者として推薦いたします。 
学生募集要項に記載の「趣旨」「求める学生像」に相応しい人物です。 
プレゼンテーション（発表）概要の内容は、志願者本人により誠実に作成された

ものです。 
入学を強く希望し、合格した場合には入学することを確約します。 

推薦コメント： 

 

 

 

 

 

 

推薦者氏名 
（署名欄） 

 

志願者との関係 
（又は役職） 

 

日中連絡可能な 
電話番号 

 

 

※受験番号 

（大学使用）
 

 

プレゼンテーション(発表)概要２ 用紙【手書提出必須】 志願者氏名： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ １／２ 

 

プレゼンテーション(発表)概要２ 用紙【手書提出必須】 志願者氏名： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ ２／２ 

 

 
 
 

「概要１」の続編になります。横浜市立大学国

際総合科学部を志望した動機や理由を記すととも

に、「概要１」の内容を踏まえて、入学後の目標や

希望、それを実現するための構想を、出来るだけ

具体的に記してください。『大学案内』だけでなく

様々な参考資料などを参照して、内容を深めるこ

とが求められます。 

「概要２」の作成に際しては、必ず同封の所定

の用紙（片面２枚、黒のボールペンで記入）を使

用してください。 

「プレゼンテーション（発表）概要２表紙」に

は氏名、志望学系を記入するとともに、推薦者署

名欄には、あなたの事をよく知っている方に、出

願の趣旨をよく理解して頂いた上で、署名や必要

事項を記入してもらってください。表紙、本文は

揃えて、左上の箇所をホチキス留めしてください。
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趣 旨 

 AO（アドミッション・オフィス）入試は、横浜市立大学国際総合科学部での勉学を強く希望する
人を対象とした「自己推薦」による入試です。高等学校卒業予定者や既卒者、高等学校を卒業してか

ら何年か社会で活躍した人など、大学入学資格を持つ人を広く対象としています。 
 入学時に一定の学力（特に本学では英語を重視）があることは当然求められますが、この AO入試
では一般の学力試験を実施しません。学力試験だけでは評価できない、多様な個性、能力、資質や適

性について審査し、意欲ある学生を選抜します。 

求める 

学生像 

１ 各自の関心のある分野において主体的に課題に取り組み、論理的に思考する経験を積んでいる人

２ 入学後の目的と構想が明確である人 
３ 本学の教育方針である「実践的な教養教育」によってそれぞれの基礎能力や実践的能力にさらに

磨きをかけたい人 
４ 文系では文化や社会事象について旺盛な好奇心をもっている人 
５ 理系では自然科学全般に強い興味を持ち、次世代の科学・技術を創造したいという意欲のある人

選考で 

重視する 

能力 

 第１次選考の書類審査と第２次選考の面接（発表＝プレゼンテーション、質疑等）では、以下の点

を重視して評価します。 
１ これまでの活動や取り組みを通して、自ら問題や課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に

判断して行動する能力（問題発見・問題解決能力）を問います。取り組みや行動の結果だけでな

く、結果にいたる「過程」や行動の「意義」も重視します。 
２ 入学後に何を、どう学びたいかの明確な目標があるか。また、その目標を実現するための十分な

能力と意欲があるか（目標設定能力）を問います。目標はこれまでの経験や成果を踏まえた上で

設定してください。 
３ 活動や取り組みの内容や入学後の目標を、明確に筋道をたてて説明する能力（表現力・論理的な

思考能力）を問います。 

 

Ｑ．提出する英語能力の証明書は、コピーでも良いですか？ 

Ａ．いいえ、英検と TOEIC については、原本を提出してください。英検の「合格証明書」、TOEIC の「Official Score 

Certificate」は、実施機関に請求すれば随時追加発行されますので、各自で用意して提出してください。TOEFL

については、実施機関の ETS より「Official Score Report」を本学（DI-CODE：0416、Department Code：00）

へ直送するように手配してください。なお、TOEIC と TOEFL の証明書に関しては、試験日から２年を過ぎると

発行されなくなりますので、注意してください。GTEC for STUDENTS については、「スコアレポート」（氏名・

スコア・実施期日の記載された表紙部分）のコピーに出身高校（GTEC 実施校）の公印を受けたものを提出し

てください。 

 

Ｑ．複数の級やスコアを持っていますが、どれを提出したら良いですか？ 

Ａ．英検・TOEFL・TOEIC・GTEC for STUDENTS の各評価尺度は、本学で独自に定めています。その全容は公表しま

せんので、複数種の級やスコアをお持ちの場合は、各種類毎にレベルの高い級やスコアを全て提出してくださ

い。提出していただいたものの中から、最も高いと評価されるものを書類審査で得点化します。参考までに、

以下の級・スコアについては同等と評価します。 

英検２級・TOEFL-PBT 460（iBT 48）・TOEIC 500・GTEC for STUDENTS 600 

英検準２級・TOEFL-PBT 417（iBT 35）・TOEIC 400・GTEC for STUDENTS 500 

なお、TOEFL の PBT・iBT 間の得点換算は、実施機関の ETS が公表している下記の換算表によります。 

http://www.ets.org/Media/Tests/TOEFL/pdf/TOEFL_iBT_Score_Comparison_Tables.pdf 

 

Ｑ．プレゼンテーション概要を英語で書き、また２次選考（面接選考）の発表を英語で行っても良いですか？ 

Ａ．いいえ、ともに日本語で行ってください。 

 

Ｑ．プレゼンテーション概要の内容に関わる資料（新聞記事・賞状・制作物等）を提出しても良いですか？ 

Ａ．いいえ、別添資料の提出は認められません。第２次選考（面接審査）に際しても、それらの資料を配付・提

出することは認められませんが、ポスターなどと同様に、発表時に提示することはかまいません。 

 

Ｑ．選考ではどんな点が評価されるのですか？ 

Ａ．選考に際しての評価の視点は、募集要項の「ＡＯ入試の概要」（趣旨・求める学生像・選考で重視する能力）、

「出願要件」などに記されています。これらの趣旨をよく理解して出願してください。 

 

Ｑ．ＡＯ入試で不合格になった者が、指定校推薦入試、公募推薦入試、または一般選抜に再度出願した場合に、

それらの合否判定での有利不利はありますか。 

Ａ．いいえ、これらの選考はそれぞれ別個のものとして実施しますので、ＡＯ入試で不合格になった場合でも、

合否判定における取り扱いに差はありません。 



出願資格・要件等概要 
 

※詳細は各募集要項を参照 

 海外帰国生／ 

国際バカロレア 
外国人留学生 社会人 

国
籍 

日本国籍を有する者、または日本国

の永住許可をうけている外国人 

（その他これに準ずる者） 

外国人（在留資格が永住の者を除く、

日本国籍との二重国籍者は含まない） 

日本国籍を有する者、

または日本国の永住

許可をうけている外

国人 

年
齢 

入学時（4月 1日）までに、 

満 18 歳に達する者。 
※飛び級等で 12 年目の課程を早期に 

修了した者はこの限りではない。 

入学時（4月 1日）までに、 

満 18 歳に達する者。 

※飛び級等で 12 年目の課程を早期に 

修了した者はこの限りではない。 

入学時（4月 1日）

までに、満 25 歳に

達する者。 

【海外帰国生】 

(ｱ)ないし(ｲ)のいずれかで、入学前 2

年以内での修了（卒業）に限られる。

在外教育施設は外国での在学年数に含

まない。 

 

(ｱ)外国で最終学年を含めて 2 年以

上在学して 12 年目の課程を修了

した者。 

(ｲ)外国で 3 年以上の中等教育を受

けて帰国し、日本国内の高校を 2

年未満の在学で卒業した者。 

出
身
高
校 

【国際バカロレア】 

入学前 2 年以内に国際バカロレア

資格を授与された（見込）者。 
※日本国内・外国を問わず。 

外国で 12 年の課程を修了した者。

（日本国内の外国人学校・ｲﾝﾀｰﾅｼｮ

ﾅﾙｽｸｰﾙの修了者も含む） 
 

※日本の中学・高校（在外教育施設を

含む）での在学期間が含まれる場合は、

2年以内まで認める。 

特に制限はない。 

英
語
資
格 

TOEFL500 相当 

●国際教養学系・国際都市学系 

・経営科学系 

 

TOEFL460 相当 

●理学系 

TOEFL500 相当 

●国際教養学系・国際都市学系 

 

TOEFL460 相当 

●理学系・経営科学系 

TOEFL500 相当 

（但し GTEC for  

STUDENTS を除く） 

●４学系共通 

日
本
留
学
試
験 

＊ ＊ ＊ 

日本語、数学（コース 1）、 

総合科目でそれぞれ 60％以上 

●国際教養学系・国際都市学系 

・経営科学系 

 

日本語、数学（コース 2）、 

理科（物・化・生から 2科目）で 

それぞれ 60％以上 

●理学系 

＊ ＊ ＊ 

TOEFL500 相当： TOEFL-PBT500（iBT61）、TOEIC600、GTEC for STUDENTS700、英検準１級 

TOEFL460 相当： TOEFL-PBT460（iBT48）、TOEIC500、GTEC for STUDENTS600、英検２級 
 



特別選抜における英語資格に関する出願要件の変遷 
 

２０１３年５月現在 
 
 

平成１７(2005)年度入試 
z 国際総合科学部の発足 

 国際教養学系 経営科学系 理学系 

指定校 提出不要 
ＡＯ 提出不要 
帰国生 TOEFL-PBT423、TOEIC425 
留学生 TOEFL-PBT423、TOEIC425 

 
 
平成１９(2007)年度入試 

z ＡＯ入試において、英語資格の提出を義務化 

 国際教養学系 経営科学系 理学系 
指定校 提出不要 
ＡＯ 要提出（級不問） 
帰国生 TOEFL-PBT423、TOEIC425 
留学生 TOEFL-PBT423、TOEIC425 

 
 
平成２１(2009)年度入試 

z 帰国生・留学生の水準を引き上げ。 

 国際教養学系 経営科学系 理学系 
指定校 提出不要 
ＡＯ 要提出（級不問） 
帰国生 TOEFL-PBT460（iBT48）、TOEIC500 
留学生 TOEFL-PBT443（iBT43）、TOEIC460 

 
 
平成２２(2010)年度入試 

z ＡＯ（国際教養学系・経営科学系）で水準を設定。 
z 医学部看護学科で指定校の導入 

 国際教養学系 経営科学系 理学系 看護学科 
指定校 提出不要 提出不要 
ＡＯ TOEFL417 相当 要提出（級不問）  
帰国生 TOEFL-PBT460（iBT48）、TOEIC500  
留学生 TOEFL-PBT443（iBT43）、TOEIC460  

TOEFL417 相当： TOEFL-PBT417（iBT35）、TOEIC400、英検準２級 



平成２３(2011)年度入試 
z 指定校（国際教養学系）、ＡＯ（国際教養学系、理学系）、帰国生（国際教養学系、経営

科学系）の水準を引き上げ。 
z 帰国生（理学系）で英検も対象に含める（水準は同一）。 

 国際教養学系 経営科学系 理学系 看護学科 
指定校 要提出（級不問） 提出不要 提出不要 
ＡＯ TOEFL460 相当 TOEFL417 相当 TOEFL417 相当  
帰国生 TOEFL500 相当 TOEFL460 相当  
留学生 TOEFL-PBT443（iBT43）、TOEIC460  

TOEFL500 相当： TOEFL-PBT500（iBT61）、TOEIC600、英検準１級 
TOEFL460 相当： TOEFL-PBT460（iBT48）、TOEIC500、 英検２級 
TOEFL417 相当： TOEFL-PBT417（iBT35）、TOEIC400、英検準２級 

 
 
平成２４(2012)年度入試 

z 指定校（国際教養学系・経営科学系）、ＡＯ（経営科学系）、留学生の水準を引き上げ。 
z 社会人選抜の新設。 
z GTEC for STUDENTS を対応資格に追加。 

 国際教養学系 経営科学系 理学系 看護学科 
指定校 TOEFL417 相当 要提出（級不問） 提出不要 提出不要 
ＡＯ TOEFL460 相当 TOEFL460 相当 TOEFL417 相当  
帰国生 TOEFL500 相当 TOEFL460 相当  
留学生 TOEFL460 相当  
社会人 TOEFL500 相当（但し GTEC-St を除く）  

TOEFL500 相当： TOEFL-PBT500（iBT61）、TOEIC600、GTEC-St700、英検準１級 
TOEFL460 相当： TOEFL-PBT460（iBT48）、TOEIC500、GTEC-St600、 英検２級 
TOEFL417 相当： TOEFL-PBT417（iBT35）、TOEIC400、GTEC-St500、英検準２級 

 
 
平成２５(2013)年度入試 

z 国際都市学系の新設。 
z 指定校（理学系）について、必須ではないが提出が望ましいとする。 
z 指定校（看護学科）について、要提出（級不問） 
z 留学生（国際教養学系・国際都市学系）、の水準を引き上げ。 

国際教養学系  
国際都市学系 

経営科学系 理学系 看護学科 

指定校 TOEFL417 相当 要提出（級不問） 望ましい 要提出（級不問）

ＡＯ TOEFL460 相当 TOEFL417 相当  
帰国生 TOEFL500 相当 TOEFL460 相当  
留学生 TOEFL500 相当 TOEFL460 相当  
社会人 TOEFL500 相当（但し GTEC-St を除く）  

TOEFL500 相当： TOEFL-PBT500（iBT61）、TOEIC600、GTEC-St700、英検準１級 
TOEFL460 相当： TOEFL-PBT460（iBT48）、TOEIC500、GTEC-St600、 英検２級 
TOEFL417 相当： TOEFL-PBT417（iBT35）、TOEIC400、GTEC-St500、英検準２級 



平成２６(2014)年度入試 
z 指定校（看護学科）の水準を引き上げ 
z 国際バカロレア（ＩＢ）入試の新設 

国際教養学系  
国際都市学系 

経営科学系 理学系 看護学科 

指定校 TOEFL417 相当 要提出（級不問） 望ましい TOEFL417 相当

ＡＯ TOEFL460 相当 TOEFL417 相当  
帰国生 
ＩＢ 

TOEFL500 相当 TOEFL460 相当  

留学生 TOEFL500 相当 TOEFL460 相当  
社会人 TOEFL500 相当（但し GTEC-St を除く）  

TOEFL500 相当： TOEFL-PBT500（iBT61）、TOEIC600、GTEC-St700、英検準１級 
TOEFL460 相当： TOEFL-PBT460（iBT48）、TOEIC500、GTEC-St600、 英検２級 
TOEFL417 相当： TOEFL-PBT417（iBT35）、TOEIC400、GTEC-St500、英検準２級 

 
 



平成２４年度の特別選抜の実施方法について 
 
 
 

 

 
（１） 社会人特別選抜の設定について 

z 社会人特別選抜を新設します。 
z 実施方法は、既存の「海外帰国生特別選抜」「私費外国人留学生特別選抜」に準

じ、同一日程にて共通の試験問題 
z 英語の出願資格は、ＰＥ免除レベル。 
z 「社会人」の定義は、入学時に２５歳以上を基本にしつつ、細部（特に外国人の

在留資格等）についてはアドミッション委員会で詰めていく。 

 
（２）英語の出願資格について 

出願要件に関わる英語資格に近年高校現場での普及が進んでいる  GTEC for 
Students を対象資格に加えるとともに、一部の選抜区分での水準を以下のように引き

上げる。 
 

 国際教養学系 経営科学系 理学系 

推薦 
要提出（級不問） 

↓ 
英検準２級レベル 

提出不要 
↓ 

要提出（級不問） 
提出不要 

ＡＯ 英検２級レベル 
英検準２級レベル 

↓ 
英検２級レベル 

英検準２級レベル 

帰国生 ＰＥ免除レベル 英検２級レベル 

社会人 ＰＥ免除レベル 

留学生 TOEFL-PBT443 レベル → 英検２級レベル 

 
ＰＥ免除レベル： 英検準１級、TOEFL-PBT500（iBT61）、TOEIC600、GTEC for Students700 
英検２級レベル：  英検２級、TOEFL-PBT460（iBT48）、TOEIC500、GTEC for Students600 

TOEFL443 レベル：       TOEFL-PBT443（iBT43）、TOEIC460 
英検準２級レベル： 英検準２級、TOEFL-PBT417（iBT35）、TOEIC400、GTEC for Students500 



 

（２－１ 資料ａ） ■入試 ■学系 英語資格状況 
設置 高校学科 合否

全体
評定

英語
評定 英検 TOEIC

２級
レベル

準２級
レベル

道 道立 普通科 合格 3.8 4.2 495 ●

県立 普通科 合格 4.2 4.8 準２級 ●

私立 普通科 合格 4.9 5.0 ２級 640 ● ●

私立 普通科 合格 4.7 5.0 準２級 ●

川 県立 普通科 合格 4.7 4.7 準２級 485 ●

川 県立 普通科 合格 4.5 4.7 ２級 ● ●

川 県立 普通科 合格 4.5 5.0 380
川 県立 普通科 合格 4.3 4.2 準２級 ●

川 県立 普通科 合格 3.9 4.8 ２級 ● ●

川 県立 普通科 合格 4.9 5.0 330
川 県立 普通科 合格 4.5 4.5 準２級 ●

川 県立 普通科 合格 4.6 4.7 準２級 ●

川 県立 普通科 合格 3.9 4.0 ３級
川 県立 普通科 合格 4.6 4.6 ３級
川 県立 普通科 合格 4.9 5.0 345
川 県立 普通科 合格 4.9 5.0 615 ● ●

川 県立 普通科 合格 4.4 5.0 ２級 520 ● ●

川 県立 普通科 合格 4.4 4.5 ２級 ● ●

川 市立 普通科 合格 4.3 4.6 ４級以下

川 市立 普通科 合格 4.3 4.0 ３級
川 市立 普通科 合格 4.9 5.0 準２級 ●

川 市立 その他 合格 4.8 5.0 準１級以上 940 ● ●

川 県立 普通科 合格 4.9 5.0 準２級 ●

川 県立 普通科 合格 4.8 5.0 ３級
川 県立 普通科 合格 4.3 4.5 ２級 ● ●

川 県立 その他 合格 4.7 5.0 ２級 <525> ● ●

川 県立 その他 合格 4.9 5.0 ２級 480 ● ●

川 県立 総合学科 合格 4.5 4.7 320
川 私立 普通科 合格 4.1 4.2 準２級 ●

川 私立 普通科 合格 4 4.4 ２級 ● ●

川 私立 普通科 合格 4.6 4.8 ２級 ● ●

川 私立 普通科 合格 4.8 5.0 475 ●

川 私立 普通科 合格 4.1 4.0 準２級 ●

川 私立 その他 合格 4.1 4.8 ２級 ● ●

川 私立 普通科 合格 4.3 4.0 ２級 ● ●

川 私立 普通科 合格 4.8 4.9 ２級 ● ●

川 私立 普通科 合格 4.8 5.0 ２級 ● ●

川 私立 その他 合格 4.9 4.8 ２級 ● ●

県立 その他 合格 4.5 4.8 ２級 ● ●

県立 普通科 合格 4.4 5.0 準２級 ●  



 
（２－１ 資料ｂ） ■入試 ■学系 英語資格状況 

 
 

一次 最終 英検 TOEIC PBT IBT
２級

レベル
学 合格 合格 905 ●

学 合格 合格 64 ●

学 合格 合格 605 ●

学 合格 合格 ２級 ●

学 合格 合格 ２級 ●

学 合格 合格 ２級 ●

学 合格 合格 ２級 ●

学 合格 合格 475

学 合格 合格 430

学 合格 合格 準２級

学 合格 不合格 ２級 765 ●

学 合格 不合格 810 ●

学 合格 不合格 605 ●

学 合格 不合格 580 ●

学 合格 不合格 ２級 515 ●

学 合格 不合格 ２級 ●

学 合格 不合格 ２級 450 ●

学 合格 不合格 ２級 ●

学 合格 不合格 ２級 ●

学 合格 不合格 ２級 ●

学 合格 不合格 ２級 ●

学 合格 不合格 465

一次 最終 英検 TOEIC PBT IBT
２級

レベル
学 不合格 540 ●

学 不合格 535 ●

学 不合格 ２級 ●

学 不合格 ２級 ●

学 不合格 ２級 ●

学 不合格 ２級 ●

学 不合格 ２級 ●

学 不合格 ２級 ●

学 不合格 ２級 ●

学 不合格 ２級 ●

学 不合格 ２級 ●

学 不合格 480

学 不合格 準２級 475

学 不合格 470

学 不合格 準２級 415

学 不合格 準２級

学 不合格 準２級

学 不合格 準２級

学 不合格 準２級

学 不合格 準２級

学 不合格 準２級

学 不合格 準２級

学 不合格 準２級

学 不合格 準２級

学 不合格 準２級

学 不合格 準２級

学 不合格 準２級

学 不合格 準２級

学 不合格 準２級

学 不合格 準２級

学 不合格 準２級

学 不合格 準２級

学 不合格 準２級
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（２－２）特別選抜の英語に関わる出願要件の対象資格に、GTEC for STUDENTS*を加

える。 

＊ベネッセコーポレーションが開発したスコア型の試験。文科省指定の英語重点高校

（SELHi）の多数や新興進学校を中心に採用が進んでいる。 

z GTEC for St.－100＝TOEIC のスコア、として換算する。 
e.g.  GTEC700＝TOEIC600   GTEC600＝TOEIC500 

z あわせて、従前は英検を含めていなかった外国人留学生についても、

TOEFL、TOEIC、英検、GTEC for St. の４種をその対象とする。 
 

 



【GTEC for Student 概要】 

 
 

【入試の出願要件で具体的にスコア指定している例（一部）】 
大学名・入試方式 GTEC for

 Student その他 
名古屋工業大学 AO 入試 
（工学創成プログラム） 550 英検２級、TOEIC450、 

TOEFL-iBT46 
麗澤大学 AO 入試 
（外国語学部） 520 英検２級、TOEIC425、 

TOEFL-iBT43 
玉川大学 資格・検定推薦入学試験 
（文学・経営・ﾘﾍﾞﾗﾙｱｰﾂ学部） 550 英検２級、TOEIC520、 

TOEFL-iBT50 
桜美林大学 公募推薦Ｂ方式 
（リベラルアーツ学群） 550 英検２級、TOEIC550、 

TOEFL-iBT52 
同志社女子大学 ＡＯ入試 
（学芸学部 国際教養学科） 608 英検２級、TOEIC510、 

TOEFL-iBT48 
立命館大学 ＡＯ入試国際方式 
（全学部） 650 英検２級、TOEIC550、 

TOEFL-iBT39 
学習院大学 自己推薦特別入試 
（法学部政治学科） 710 TOEIC730、 

TOEFL-iBT70 
立教大学 自由選抜入試 
（経営学部） 720 英検準１級、TOEIC700、 

TOEFL-iBT60 
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